
2024 年 12 月 10 日、ノルウェー王国のオスロ市庁舎にて日本原水爆被害者団体協議会がノーベル
平和賞を受賞されました。
今回の受賞は、日本原水爆被害者団体協議会の皆様方の、長年にわたる「核兵器のない世界」の実現に
向けた努力と、多岐にわたる活動が評価されたものであり、被爆者の皆様の取組が世界から認められた
ことは、核なき世界を目指すうえで大変意義深いものであります。長崎県としては、次期 SDGs の目標
に核兵器廃絶を位置付けるための取組を、広島県と連携して進めてきており、今回の受賞を契機に、国際
社会全体で核兵器廃絶に向けた行動が、今後さらに広がっていくことを、心から望んでおります。
さて、被爆 80年となる 2025 年は、長崎空港開港 50年、中国駐長崎総領事館開設 40年、日韓国交
正常化 60年、長崎県美術館・長崎歴史文化博物館開館 20年、日本遺産「国境の島」認定 10年など、
さまざまな節目の年となります。
こうした節目の年に、本県では古くからの海外との交流による独特の歴史・文化を持つ本県ならではの

多彩な国際交流を展開してまいります。まず、中国については、中国駐長崎総領事館が開設されて40周年
の記念の年を迎え、さまざまな記念行事や友好都市間交流によりさらに友好の絆を強めてまいります。
次に、韓国については、日韓国交正常化 60周年の記念の年であり、昨年運航を再開した長崎−ソウル間
の航空定期路線を生かしつつ、日韓両国の青少年交流など民間交流をはじめとした交流の拡大を推進して
まいります。このほか、ベトナムやポルトガルなど本県とゆかりの深い国々とさまざまな分野で連携を
促進してまいります。
９月には、全国規模の文化の祭典「ながさきピース文化祭 2025（第 40回国民文化祭、第 25回全国
障害者芸術・文化祭）」、10月には、本県で初となる国際サイクルロードレース「ツール・ド・九州」を
開催します。
一人でも多くの皆様に「長崎県を訪れたい」と思っていただけるよう、本県の歴史や文化、離島をはじめ
とした豊かな自然、そこから生み出された食などの多彩な魅力を、県民の皆様をはじめ、市町や関係団体
の皆様と連携しながら磨き上げ、多方面の方々から「選ばれる長崎県」となるような県全体のブランディ
ングにも取り組んでまいります。
今後も国際交流を推進するとともに、引き続き「長崎を最後の被爆地に」という県民の皆様の思いを
胸に長崎市や広島県などと連携し、核兵器のない世界の実現に向けて、力を注いでまいります。
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節目の年における国際交流の推進と
平和への願いの発信


